
 
 

非認知能力 
 

校長 野辺 茂樹 

 

 風薫る爽やかな５月が過ぎ、梅雨入り前の緑の香が深まる６月になりました。５月は通信陸上地区大会が行われ、本校

生徒が随所で活躍しました。１６日の第１回学校運営協議会では授業参観、学校経営方針の承認を行い、委員の皆様から

様々ご意見を頂きました。９日開票の書面議決でのＰＴＡ総会も滞りなく行われました。そして本校の大きな行事の一つ

である運動会では、生徒達の懸命な姿や活躍が多く見られ、大変盛り上がりました。今年も多くの保護者、ご来賓の皆様

に来校頂きました。実は今年の運動会を迎えるにあたり、１１日に行われた南中お助け隊（学校応援団）第１回活動日で

お助け隊の方々に校庭周りの草刈りをして頂きました。おかげ様で気持ちの良い環境で運動会を実施することができまし

た。改めてこの場をお借りして御礼申し上げます。保護者・地域の皆様方におかれましては、今後とも変わらぬご支援ご

協力のほどお願い申し上げます。 
 さて、「非認知能力」は、今後の日本の教育課題として考えられるようになってきたものです。そもそもは２０００年に

ノーベル経済学賞を受賞したアメリカのジェームズ・Ｊ・ヘックマンが「社会的格差を解決するために必要な、自制心や

好奇心、協調性などの情緒や社会性に関わる能力」として示したものです。テストの点数やＩＱなどでは評価できない「目

に見えない力」といわれ、身に付けることで社会的な成功や幸福度の増進、反社会的な行動の減少などに影響を及ぼすと

考えられています。時代や環境の大きな変化には常に学び続けることが必要で、そこには「好奇心」や「柔軟性」が欠か

せません。また、ＡＩの進展を通して人間にしかできない能力を活かすには、「創造力」や「協調性」が必要です。 
 日本の教育者の中山芳一さんの著書によると、非認知能力は自分の内面に関わる力と他者と関わる力に大別した上で、

「自分を高める力」「自分と向き合う力」「他者とつながる力」の３つに分類できるそうです。それぞれ、 
 
 
 
 
 
があたります。あわせて、 
 
 
 
 
 
 

 
としています。 
 確かに、持って生まれた気質は人により違うので、伸ばしたい力も異なると思います。引っ込み思案な人であれば自信

やコミュニケーション力を高めたいと思うし、飽きっぽい人は意欲や忍耐力かも知れません。また、必ずしも力が高けれ

ば良い訳ではなく、状況に対して効果的か、自分を活かしながらも周囲とうまく相互作用できているか、各々の幸せの形

を見出せているか、が大切なのかも知れません。 
 非認知能力を伸ばすには、「まずは小さなことからやってみる」「よりよいと評価できた行動を習慣化する」ことが大切

であるともいわれています。予想外や偶然は、行動から生まれます。「よりよく生きる」自分を目指し、まずは行動してみ

ましょう。また、非認知能力と学力などの認知能力は、共に伸ばしていく力であるといわれています。日頃の学習にも、

意欲的に取り組んでいきましょう。 
 

＜引用・参考：「サクッとわかるビジネス教養 非認知能力」 中山芳一監修 新星出版社＞ 

◎「自分を高める力」  … 意欲・向上心、自信・自尊感情、楽観性 など 

◎「自分と向き合う力」 … 自制心、忍耐力、レジリエンス（回復力） など 

◎「他者とつながる力」 … コミュニケーション力、共感性、社交性・協調性 など 

○これら３つの力は、意識することで変えられる・高められる力である 

 ○それぞれの力は、多くの場合、いくつかの力と関連しながら獲得され、向上する 
  （例）自制心があるからこそ、自分の我を出さずに他者と協調できる など 

 ○能力の高さより、状況にあった発揮の仕方が必要である 
  （例）タイミングや状況に合ったアウトプットを行い、周囲や自分が心地よくいられるかが重要 




